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三
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四

入
宋
僧
と
接
待
所

に
つ
い
て

―
」

入
宋
僧
心
地
覚
心
と
紀
伊
歓
喜
寺
―

有

馬

嗣

朗

　ユ
　

か

つ
て
宮
崎
円
遵
氏

は
、
熊
野
参
詣

ル
ー
ト
に
位
置
す
る
紀
伊
歓
喜

寺
に
接
待
所
が
設
け
ら
れ
た
背
景
に
、
入
宋
僧
心
地
覚
心

(
一
二
〇
七

～

一
二
九
八
)
か
ら
何
ら
か
の
示
唆
を
う
け
た
と
し
、
入
宋
僧
が
接
待

所
の
理
念
を
日
本
に
招
来
し
、
施
行
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
か
つ
て
私
も
、
栄
西
が
大
陸
天
台
山
で
接
待
所
を
設
け
た
こ
と

に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
入
宋
は
技
術
移
入
を
目
的
と

　　
　

し
た
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
試
論
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

入
宋

の
ス
タ
イ
ル
を
勧
進

の
問
題
に
系
譜
化
し
て
い
く
と
、
心
地
覚
心

も
そ
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
心
は
臨

　ゑ

済
法
灯
派

の
祖
で
あ
る

三
方
、
虚
無
僧

(普
化
宗
)
や
、
萱
堂
聖
と
い
っ

た
遊
行
聖
集
団
の
祖
と
し
て
の

三
面
を
有
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
て
、
小
論

で
は
覚
心
と
歓
喜
寺
の
関
係
を

検
討
す
る
中
か
ら
、
覚
心
を
は
じ
め
と
す
る
入
宋
僧
が
招
来
し
た
接
待

所
の
機
能
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

接

待
所

(寺
)

に

つ
い
て

接
待
所
は
五
台
山
の
巡
礼
ル
ー
ト
に
設
け
ら
れ
た
簡
易
宿
泊
施
設
、

普
通

(禅
)
院
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
の
原
型

で
、
主
に
中
唐
か
ら
晩

　　
　

唐
に
か
け
て
、
五
台
山
巡
礼

の
流
行
に
と
も
な

っ
て
普
及
し
た
。
日
本

　
　
　

か
ら
も
多
く
の
僧
侶
が
五
台
山

へ
詣
で
た
が
、
そ
の
利
用
は
彼
ら
の
旅

　　
　

中
日
記
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
宿
泊
施
設
は
宋
代
に
入
る
と
、
巡
礼
ル
ー
ト
の
み
な
ら
ず

江
南
地
方

の
開
発

・
発
展
に
と
も
な
い
、
両

漸
地
域
を
中
心
に
接
待
庵

(院

・
寺
、・
局
)
や
施
水
庵

(坊
)
と
呼
ぼ
れ
る
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ

　
　
　

る
よ
う
に
な
る
,
普
通
院
が
巡
礼
者
、
特

に
僧
侶
を
対
象
に
接
待
し
て

い
た
の
に
対
し
、
接
待
庵

で
は

一
般
人
に
も
開
放
し
て
い
た
。
大
衆
化

に
よ
っ
て
接
待
庵
は
施
入
を
集
め
運
営
に
お
け
る
経
済
的
基
盤
を
確
保

す
る
に
い
た
る
。
そ
の
背
景
に
は
交
通

の
要
衝
に
お
け
る
場
で
の
教
化

活
動
が
あ
っ
た
。
そ
の

一
例
に
、
思
浄

(喩
弥
陀
)
と
い
う
浄
土
教
僧

侶
が
往
来
者

の
教
化
と
そ
の
接
待
を
行

っ
た
妙
行
院
が
挙
げ
ら
れ
る
。

思
浄
は
三
百
万
に
も
及
ぶ
往
来
者
の
接
待
を
行

い
、

一
万
人
の
浄
土
教

　　
　

信
者
と
結
縁
を
結
ん
だ
と
い
う
が
、
そ
の
人
数
の
多
さ
は
宋
代
に
お
け
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三
〇
五

る
接
待
所
の
経
済
力

の
確
保
と
大
衆
化
を
物
語
る

三
例
で
あ
ろ
う
。

南
宋
期

に
入
る
と
接
待
庵
は
、
禅
僧
に
よ
っ
て
多
く
建
立
さ
れ
る
。

怪
山

の
僧
大
慧
宗
果

(
一
〇
八
九
～
コ

六
三
)
は
接
待
庵
を
建
立
し
た

と
い
う
事
例
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
弟
子
久
上
人

(生

没
年
不
詳
)
を
は
じ
め
、
多
く
の
門
下
が
怪
山
に
接
待
庵
を
設
け
た
こ

　
　
　

と
は
、
心
地
覚
心
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
覚
心

が
二
年
間
滞
在
し
た
径
山
万
寿
寺
に
は
、
「山
麓

の
総
門
か
ら
六
十
里
、

山
頂
の
寺
塔
に
い
た
る
間
に
接
待
あ
り
、
化
城
と
名
つ
く

(『鷲
峰
開
山

法
燈
国
師
縁
起
』
)」
と
あ
り
、
接
待
所
が
多
数
設
け
ら
れ
て
い
た
様
子
が

伺
え
る
。

心

地
覚

心
と
紀
伊
歓
喜
寺

歓
喜
寺

の
前
身
は
、
京
都
御
霊
社
の
南
に
位
置
し
て
い
た
蓮
光
寺
で

あ
っ
た
。
文
永
元
年

(
一
二
六
四
)
、
後
鳥
羽
院
の
菩
提
追
善

の
た
め
に

寄
進
さ
れ
た
寺
領

(和
佐
庄
)
に
護
摩
堂
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
歓
喜

お
　

寺
と
称
し
た
の
を
は
じ
ま
り
と
す
る
。
そ
の
後
、
歓
喜
寺
は
橘
寺
の
末

寺
と
な

る
が
、
元
徳

二
年

(
一
三
三
〇
)
に
薬
徳
寺

の
長
老
賢
心

(恵

頸
・生
没
年
不
詳
)
が
薬
徳
寺
内

へ
同
寺
を
移
し
、
以
後
歓
喜
寺
は
接
待

寺
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
℃
歓
喜
寺
に
接
待
所
を
設
け
た

背
景
に

つ
い
て
は

「右
当
寺
者
、
依
為
熊
野
参
詣
路
辺
、
彼
寺
長
老
賢

　
け
　

心
上
人
多
年
之
間
為
往
反
禅
律
僧
尼
」
と
、
歓
喜
寺
が
熊
野
を
往
還
す

る
禅
律
の
僧
尼
を
対
象
に
接
待
を
行
っ
た
と
あ
り
、

一
般
人
に
は
開
放

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
歓
喜
寺
に
お
け
る
接
待
の
初

見
で
あ
る
が
、
薬
徳
寺
で
は
円
明
寺
の
方
丈
空

観

(生
没
年
不
詳
)
に

接
待
の
志
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
橘
寺

か
ら
薬
徳
寺

の
別
当
職

　
ね
　

が
文
保
二
年

(
一
三

一
八
)
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
既
に
薬
徳
寺

で
は
そ

の
前
後
に
接
待
が
行
わ
れ
て
い
た
と
伺
わ
れ
る
。

空
観
と
賢
心
は
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
実
際
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
覚
心
を
通

じ
て
繋
が
り
が
見
ら
れ
る
。
空
観
が
住
持
し
て

い
た
円
明
寺
の
中
興
を

覚
心
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
、
空
観
に
次
い
で

「由
良
之
開
山
上
人
門

　ま

流
。
先
師
大
輪
上
人
互
為
師
資
之
儀
」
で
あ
る
賢
心
が
薬
徳
寺
の
長
老

と
な
る
が
、
そ
の
大
輪
上
人
を
薬
徳
寺

の
先
代

と
す
る
説
が
あ
る
こ
と

を
併
せ
る
と
空
観
も
覚
心
の
門
流
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ぼ
、

空
観
に
接
待

の
志
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
薬
徳
寺

の
長
老
職
が
橘
寺

よ
り
譲
ら
れ
た
背
景
が
理
解
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

大
陸

の
接
待
所
は
聖
地
巡
礼
を
契
機
と
し
て
、
以
降
開
発
や
救
済
に

と
も
な
っ
て
各
地
に
設
け
ら
れ
た
。
特
に
教
化

と
い
う
面
で
の
接
待
所

の
建
立
は
、
新
興
教
団
に
と
っ
て
極
め
て
有
効

な
手
段
で
あ

っ
た
よ
う

で
、
先
に
述
べ
た
浄
土
会
結
社
の
信
者
獲
得
の
数
や
、
宋
代
に
お
け
る

径
山
禅

の
興
隆
な
ど
が
、
そ
れ
を
物
語
る
。

覚
心
が
接
待
寺
を
設
け
た
と
い
う
史
実
は
確
認

で
き
な
い
が
、
覚
心
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三
〇
六

の
門
弟
た
ち
が
そ
の
門
流
を
主
張
し
、
接
待
寺
で
あ
る
歓
喜
寺

の
長
老

に
代
々
就

任
し
た
こ
と
は
、
覚
心
が
門
弟
た
ち
に
接
待
所
運
営
に
つ
い

て
指
導
育
成
を
行
っ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
臨
済
法
灯
派
の
活
動
自
体

に
そ
う
し
た
方
針
が
あ
っ
た
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
覚
心
は
帰
国
後
、
臨
済
宗
法
灯
派
を
う
ち
立
て
、
さ
ら
に
は
普

化
宗
と

い
っ
た
新
興
教
団
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
化
活
動

の

基
盤
と
し
て
、
大
陸
で
見
聞
し
た
接
待
所
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

覚
心

が
接
待
所
設
立
に
直
接
手
を
下
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
接
待
所

受
け
入
れ

の
対
象
者
に
つ
い
て
な
ど
課
題
は
尽
き
な
い
が
、
遊
行
聖
と

し
て
の
覚
心
像
の
解
明
が
こ
う
し
た
問
題
を
紐
解
く
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

遊
行
聖
が
各
地

へ
様
々
な
情
報
を
伝
搬
す
る
役
目
を
担

っ
て
い
た
こ
と

は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
歓
喜
寺
は
禅
律
僧
を
対
象
に
開
放
し
て
い
た

が
、
接
待

所
を
訪
れ
る
禅
律
僧
は
総
じ
て
遊
行
す
る
僧
侶
で
あ
る
。
さ

ら
に
覚
心
は
遊
行
聖
の
祖
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
覚
心
と
そ
の
門
下

が
接
待
所

を
設
け
る
背
景
に
は
、
覚
心
門
流
間
に
お
け
る
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

1

宮
崎
円
遵

「中
世
寺
院
の
接
待
所
に
つ
い
て
」
(『龍
谷
大
学
論
集
』
三

七
九

・
一
九
六
五
年

一
一
月
)
参
照
。

2

拙
稿

「入
宋
僧
の
勧
進
活
動
に
つ
い
て
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四

七
―

一
・
一
九
九
八
年

一
二
月
)
参
照
。

3

五
来
重

『高
野
聖
』
(角
川
選
書

・
一
九
七
五
年
)
参
照
。

4

那
波
利
貞

「簡
易
宿
泊
処
と
し
て
の
唐
代
寺
院
の
対
俗
開
放
」
(『龍
谷

史
壇

』
三
三

・
一
九

五
〇
年

六
月
)
参
照
。

5

拙
稿

「入
宋
僧

の
系
譜
」

(『文
研
会
紀
要
』

一
〇

・
一
九
九
九
年

三
月
)

参
照

。

6

小

野
勝
年

『
入
唐
求
巡
礼
行
記

の
研
究
』
二

(法
蔵
館

・
一
九

六
四
年

・

四
〇

五
頁

)
参
照
。

7

石

川
重

雄

「宋
元
時
代

に
お
け
る
接
待

・
施
水
庵

の
展
開
」

(宋
代
史
研

究
会
編

『宋

代

の
知
識
人
』

汲
古
書
院

・
一
九
九

三
年
)
参

照
。

8

島

田
修

二
郎

「喩
弥
陀
思
浄
と
そ

の
阿
弥
陀
像

」

(『
塚
本
博

士
頒
寿
記

念
仏
教
史
学

論
集
』

同
記
念
会

・
一
九
六

一
年
)
参

照
。

9

石
川
重
雄

「宋

代

の
子
院

と
そ
の
傾
向
」

(『
仏
教
史
学
研
究

』

三

一
―

二

・
一
九

八
八
年

一
一
月
)
参
照
。

10

「長
老
大

法
恵
鏡
譲
状
案
」
、
「歓
喜
寺
領
和
佐
庄
下

村
南

村
文
書
等
紛
失

状
」

(『歓
喜

寺
文
書
』
・
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
資
料

集
刊
五

・
一
九

六
八
年
)

11

「沙
弥
道

珍
田
畠
寄
進
状
案

」
(『
歓
喜
寺
文
書
』
前
掲

)

12

「沙
弥
恵
性

避
状
」

(『歓
喜
寺
文
書
』
前
掲
)

13

「橘
寺
住
持

法
空
等
譲
状
」

(『歓
喜
寺
文
書
』
前
掲

)

〈キ

ー
ワ
ー

ド
〉

心
地
覚
心
、
接
待
寺

、
入
宋
僧

(愛

知
学
院
大
学
大
学
院
)
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